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あくまき作りや宝探しで G
ゴールデンウィーク

W 満喫
たくさんの親子連れでにぎわう

　５月３日、霧島岑神社であくまき作りの体験や、
神社境内での宝探しイベントなどが開催されまし
た。子どもたちにゴールデンウィークを楽しんで
もらおうと細野まちづくり協議会（内

う ち む ら

村文
ふ み ひ こ

彦会長）
などが企画。イベントでは獅子舞の披露や、餅つ
き体験後はついた餅の振る舞いも行われ、たくさ
んの親子連れなどでにぎわいました。

小学 1 年の息子と参加した宮
み や う ち

内悠
ゆ う じ

次さんは「子どもが前日から楽しみにして
いた。外で楽しめるイベントを開催してもらいありがたい」と話していました

馬頭観世音祭で畜産業発展を祈願
　５月８日、小林地域家
畜市場内の保

う け も ち

食神社で馬
頭観世音祭が開かれま
した。畜産関係者など約
120 人が参加。尊い命を
捧げた家畜に感謝し、家畜の無病息災と家内安全
を祈願しました。馬頭観世音祭は古くから続く伝
統行事で、市内各地でも行われています。

　４月 28 日、長年にわたり行政相談委員として
活動した野

の だ

田進
し ん い ち

一さんと内
う ち や ま

山民
た み こ

子さんに、総務大
臣からの感謝状が贈呈されました。行政相談委員
は、国や市などに対する要望・意見を住民から受
け、問題解決の促進を図るために活動。野田さん
は平成 23 年から 12 年間、内山さんは平成 29 年
から６年間委員として尽力をされました。

野田さんと内山さんは「他の相談委員や周囲の協力で務めることができた。
相談窓口があることをもっと知ってもらいたい」と話していました

行政と住民のパイプ役として尽力
野

の だ

田進
し ん い ち

一さん・内
う ち や ま

山民
た み こ

子さんに感謝状

　４月 28 日、市内の小・
中学校などで活動する
ALT（外国語指導助手）
が市長を表敬訪問しま
した。ALT は、児童生
徒の外国語でのコミュニケーション能力向上と国
際理解の推進を目的に活動。令和５年度は、５人
の ALT が市内で活動します。

小中学校で活動する ALT が表敬訪問

今年のメロン・マンゴーフェアは４月 17 日～５月５日に電話やインター
ネットで注文を受け付け。合わせて約１万ケースを売り上げました

今年も収穫量・品質ともに高い水準
消費拡大へメロンとマンゴー贈呈

　５月 12 日、ＪＡこばやしメロン部会（中
な か お か

岡敏
と し ひ こ

彦
部会長）と同マンゴー部会（松

ま つ だ

田泰
や す か ず

一部会長）が、
「めろめろメロン」と「太陽のタマゴ」を市長に
贈呈しました。中岡部会長は「今年も予約注文で
の販売を行う特別企画販売を実施し、その売り上
げは好調。対面販売も計画しているので、ぜひ多
くの人に味わって欲しい」と話しました。

野尻地区で調査員を務める榎
え の き や

屋覚
さとる

さんは「高齢者の状態を確認する大切な役
目。話し方や表情に注意して訪問したい」と話していました
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　５月 10 日・12 日に、在宅高齢者訪問等調査員
の委嘱状交付式が行われました。調査員は、全
36 人の市民ボランティアで構成され、市内の 75
歳、80 歳、85 歳の在宅高齢者を訪問。コロナ禍
で活動の機会が減っている高齢者で、介護などの
リスクがある人を早期に発見することで、状況悪
化を防ぐための専門職による支援につなげます。

高齢者の健康状態などを調査する
在宅高齢者訪問等調査員を委嘱

魅力ある吉都線を目指し清掃活動
　５月 10 日、JR 小林駅
で九州旅客鉄道株式会社
と JR 吉都線利用促進協
議会が共同で清掃活動を
行いました。市民や同社
職員、市職員など約 20 人が参加。今年 10 月８日
に迎える吉都線全線開通 110 周年へ向けて、沿線
の草刈りや枝木の除去などを行いました。

ボランティアなどが出の山公園を清掃
　５月 19 日、ホタルの
生息環境を保護し、「出
の山ほたるまつり」を
盛り上げることを目的
に、小林まちづくり株
式会社、商工会議所、地元業者やボランティアな
ど約 80 人がホタル観賞遊歩道や出の山公園周辺
の草刈りやごみ拾いを行いました。

地域住民が育てたバラ色鮮やか
のじりローズフェスタ 2023 開催

　５月 14 日、道の駅ゆ～ぱるのじり隣の大塚原
バラ園で「のじりローズフェスタ 2023」が開催
されました。のじりばら愛好会が育てた色とりど
りのバラ約 30 株を見るため、市内外から多くの
参加者が訪れました。会場は摘みたてのバラで
ブーケを作るバラアレンジメントやバラの接ぎ木
講習会、ライブイベントなどで賑わいました。

当日来場していた宮崎市在住の中
な か む ら

村寛
ひ ろ こ

子さんは「初めて来たが、とても綺麗
に咲いている。バラアレンジメントもできて嬉しい」と話していました

　５月 11 日、市内小中学校の教職員 20 人に市教
育研究センター研究員を委嘱しました。今年で創
立 40 周年を迎える同センターは、市の教育の充
実・発展を目的に活動。今年度は児童生徒に１台
ずつ整備されたタブレットを活用し、一人ひとり
の子どもに応じた個別学習を推進するための授業
のあり方について調査・研究を行います。

タブレット活用で個別学習を推進
市教育研究センター研究員を委嘱

研究員を代表して林
はやし

政
ま さ た か

孝主任研究員（東方小）が「20 人で連携・協力しな
がら調査研究を行い、市の教育施策の具現化を図りたい」と誓いました


